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　令和３年７月１４日、日本赤十字社の救急法指導員を講師に救急法の
講習会を実施し、馬路中学生が心肺蘇生法やAEDの使い方を学びました。

～救急法講習～

大切な人の命をつなぐために
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役場職員の給与
　令和3年4月1日現在における役場職員の給与を公表します。給与は民間給与との比較により出された国の人事
委員会勧告に準じた内容で条例議案がつくられ、特別職等の報酬は特別職報酬等審議会での審議を経て、いず
れも村長により議会に提出されたのち、議会の議決をもって決定されることとなっています。

１．職員給与費の状況（一般会計予算：令和3年度当初）　

2. 職員の平均給料月額・平均給与月額および
 平均年齢の状況（一般会計予算：令和3年度当初）

6.  特別職等の報酬の状況

3.  一般行政職の級別職員数の状況（一般会計予算：令和3年度当初）

5.  職員手当の状況

4.  職員の初任給の状況

区　　　分

区　　分

区　　　　　　　　　　　　　分 状　　　　　　　　　　　　　況

1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級

標準的な
職務内容

主事補
主　事 主　任 主　幹 係　長

主　監
次　長
課長補佐
保育所長

課　長
支所長

会計管理者

職 員 数 11人

27.5％

5人

12.5％

9人

22.5％

4人

10.0％

5人

12.5％

6人

15.0％構 成 比

扶　養　手　当
配偶者 6,500円

1人　10,000円　　16～22歳の子　1人　5,000円加算

家賃　12,000円を超える場合
家賃に応じて　27,000円を限度に支給

55,000円までは全額支給

距離に応じ　3,300円～34,400円を支給

なし

有（ ）ただし、特例措置により、勤勉手当に
ついては、加算措置を行わない

期末手当

1.275月分

1.275月分

2.55月分

勤勉手当

0.95月分

0.95月分

1.90月分

配偶者以外の扶養親族

借家の場合

交通機関等利用者

交通用具使用者

片道2km未満の者

支給期別

6月期

12月期

計

住　居　手　当

通　勤　手　当

期末・勤勉手当

計

40人

100.0％

区　　　　　　　分

　※平均給与月額とは、平均給料月額に
　　扶養手当、住居手当等の手当を加算
　　したものです。　　　　　　

一般行政職
大  学  卒

高  校  卒

171,700円

150,600円

初　任　給 報酬月額

696,000円

604,000円

562,000円

236,000円

190,000円

162,000円

期末手当

一　　　般　　　行　　　政　　　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

287,310円 307,993円 37.3歳

職　員　数
１人当たり
給　与　費

6,665

給　　　　　 与　　　　　 費

給　　　料 職 員  手  当 期末・勤勉手当 計

令和3年度 40人 137,909 74,800 53,913 266,622

（単位：千円）

6月期

12月期

合　計

1.60月分

1.60月分

3.20月分

区　　　分

村　　　長

副　村　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

計

2.225月分

2.225月分

4.45月分

制度上の段階、職務の

等級による加算措置

適切な避難で命を守る

■■　新しい避難情報をご存じですか？　■■
　夏から秋にかけては、台風や前線の活動による大雨が多くなる季節です。
　毎年、大雨の際に逃げ遅れて被災する人が多数出ていることから、災害対策基本法が改正さ
れ、避難に関する情報がわかりやすく変更されました。

　警戒レベル4の「避難勧告」は「避難指示」に一本化されました。テレビやラジオでは、警戒レベル
を用いて、避難情報が発信されます。警戒レベルに応じて、自発的に避難行動をとりましょう。

警戒レベル

4 避難指示で必ず避難
ひ な ん し じ

ひ な ん か ん こ く

警戒レベル5

警戒レベル4が発令されたら

安全な避難ができず命が危険な状況です。
発令を待ってはいけません！！

危険な場所から全員避難しましょう。
安全な親戚・知人宅も避難先となります。
避難の際は、感染症予防対策として、マスク、
体温計、消毒液などを携行してください。

警戒レベル3が発令されたら
避難に時間のかかる高齢者や障害のある方
は、避難を始めましょう。
それ以外の方も、避難経路を確認したり、避難
の準備を始めたりしましょう。

※1 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル5は必ず発令される情
 報ではありません
※2 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで号令されることになります
※3 警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、
 危険を感じたら自主的に避難するタイミングです

避難所における新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください！
■ 親戚やご友人の家などに避難することも検討してください。
■ 避難所の感染予防物資は限られています。可能な限り持参してください。
■ 定期的な手洗いと咳エチケット等の基本的な感染対策をしてください。

避難勧告は廃止です‼
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令和3年　第4回　定例会で議決された議案などの賛否一覧表

人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて（川内みさ）
人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて（中野文子）
専決処分の承認を求めることについて（馬路村税条例等の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（馬路村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（令和3年度馬路村一般会計補正予算（第1号）について）
専決処分の承認を求めることについて（令和3年度馬路村診療所特別会計補正予算（第1号）について）
専決処分の承認を求めることについて（令和3年度馬路村介護サービス特別会計補正予算（第1号）について）
令和2年度馬路村一般会計繰越明許費の報告について
馬路村コミュニティセンターの指定管理者の指定について
馬路森林鉄道の指定管理者の指定について
インクラインの指定管理者の指定について
馬路村附属機関設置条例を廃止する条例について
馬路村議会議員定数審議会条例を廃止する条例について
単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定める条例を廃止する条例について
馬路村ホームヘルパー派遣手数料条例を廃止する条例について
馬路村農林業構造改善計画会議設置条例を廃止する条例について
馬路村空家等の適正管理及び利活用に関する条例の制定について
馬路村公告式条例の一部を改正する条例について
政治倫理の確立のための馬路村長の資金等の公開に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村行政手続条例の一部を改正する条例について
馬路村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村税条例の一部を改正する条例について
馬路村財政調整基金条例の一部を改正する条例について
馬路村国民健康保険条例の一部を改正する条例について
令和3年度馬路村一般会計補正予算（第2号）について
令和3年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第1号）について
令和3年度馬路村診療所特別会計補正予算（第2号）について
馬路村議会会議規則の一部を改正する規則について
馬路村議会委員会条例の一部を改正する条例について
議員派遣の件について
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令和3年 第5回　臨時会で議決された議案の賛否一覧表

工事請負契約の締結について（林道滝野線災害復旧工事　第3-48号）
令和3年度馬路村一般会計補正予算（第3号）について

○ ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　― ： 議長

可
決
可
決 ６

月
定
例
会

編集・発行
馬路村議会

　
　令和3年6月定例会は、6月8日から11日までの4日間の会期で開催された。
　8日は、行政報告等の諸般の報告に続いて、諮問議案（人権擁護委員の候
補者の推薦につき議会の意見を求めることについて）2件を適任とし、専決
処分の承認議案6件を審議、採決後、繰越明許費の報告を受けた。その後、
19議案の提案説明が行われた。
　9日は、議案精査のため休会。10日は、5氏による一般質問の後、議案の
審議、採決を行い、指定管理者の指定、条例の廃止や制定、改正及び令和3
年度一般会計補正予算等や議員提出議案など22議案を可決し、会期を1日繰
り上げて閉会した。

広報うまじ320号 ̶̶̶̶（4広報うまじ320号 ̶̶̶̶（5　

第165号

一

般

質

問
　
一
般
質
問
に

は
5
氏
が
立

ち
、
次
の
と
お

り
質
問
を
行
っ

た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

村
の
人
口
の
推
移
の
検
証
と
定

住
人
口
対
策
に
つ
い
て

問
　
高
知
県
の
国
勢
調
査
の
速

報
値
が
4
月
に
発
表
さ
れ
、
馬

路
村
は
747
人
で
、
5
年
間
で
76

人
、
9.2
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

山
中
隆
　議
員

道
路
の
管
理
に
つ
い
て

問
　
村
が
管
理
す
る
道
路
に

つ
い
て
、
所
管
の
部
署
は
そ

れ
ぞ
れ
見
回
り
等
を
し
て
い

る
と
思
う
が
、
災
害
等
の
時

だ
け
で
な
く
、
常
に
状
況
を

把
握
し
て
い
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

小
松
博
　議
員

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問
　
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

ユ
ズ
が
、
サ
ル
に
枝
を
折
ら

れ
た
と
い
う
村
内
の
被
害
状

況
、
今
後
の
対
応
策
に
つ
い

て
問
う
。

岡
田
元
生
　議
員

県
内
で
最
高
額
の
指
定
ご
み
袋

の
適
正
化
に
つ
い
て

問
　
令
和
2
年
6
月
議
会
で

の
一
般
質
問
に
対
し
て
、
村

長
は
「
い
ま
一
度
、
適
正
な

価
格
に
つ
い
て
広
く
村
民
の

意
見
を
聞
き
取
る
と
と
も
に
、

馬
路
村
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
を
開
い
て
審
議
を
願

う
こ
と
と
し
た
い
」
と
答
弁

を
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

意
見
を
聞
き
、
ど
の
よ
う
な

審
議
が
さ
れ
、
結
論
づ
け
た

の
か
、
結
論
が
出
て
い
な
い

の
か
。
ま
た
、
村
民
は
ご
み

袋
が
県
内
で
一
番
高
い
こ
と

が
望
ま
し
い
と
は
思
わ
な
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
村
長
）

　
令
和
2
年
6
月
定
例
会
後

に
、
指
定
ご
み
袋
の
価
格
に

つ
い
て
、
非
公
式
に
村
民
に

聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

答
（
村
長
）

　
村
内
で
は
鳥
獣
に
よ
る
農

業
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

サ
ル
に
は
ユ
ズ
の
枝
を
折
ら

れ
た
り
、
シ
イ
タ
ケ
を
食
べ

ら
れ
た
り
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
攻

め
の
対
策
と
し
て
、
馬
路
村

鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
が
土

川
地
区
に
、
群
れ
ご
と
捕
獲

す
る
こ
と
が
で
き
る
巨
大
な

檻
を
試
験
的
に
設
置
し
て
い

る
。
餌
付
け
を
し
て
サ
ル
の

群
れ
を
檻
に
慣
れ
さ
せ
な
が

ら
、
捕
獲
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

計
り
、
群
れ
を
一
網
打
尽
に

す
る
と
い
う
流
れ
で
、
檻
設

置
の
有
効
性
が
確
認
で
き
れ

ば
、
新
た
に
設
置
地
区
を
広

げ
た
い
。
令
和
2
年
度
に
は

有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
制
度
に

よ
り
、
13
頭
の
サ
ル
が
捕
獲

さ
れ
て
い
る
。
捕
獲
す
る
こ

と
で
群
れ
が
分
断
さ
れ
、
被

害
の
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
留
意
し
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

答
（
村
長
）

　
村
が
管
理
す
る
道
路
に
は
、

村
道
が
119
路
線
で
約
63
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
林
道
が
24
路
線

で
約
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
農

道
が
63
路
線
で
約
11
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
村
が
管
理
す
る
道
路
は
数

多
く
、
総
延
長
も
130
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

村
道
、
林
道
、
農
道
の
各
路

線
と
も
村
民
の
生
活
を
支
え
、

産
業
振
興
に
資
す
る
重
要
な

道
で
あ
る
。
今
後
も
平
常
時
、

災
害
時
と
も
に
見
回
り
を
行

い
、
特
に
平
常
時
に
は
定
期

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
日
を
設

け
て
、
随
時
状
況
の
把
握
に

務
め
る
。
各
箇
所
の
緊
急
性
、

必
要
性
を
考
慮
し
、
優
先
順

位
を
付
け
な
が
ら
最
大
限
の

対
応
を
し
て
い
く
。

　
あ
わ
せ
て
、
守
り
の
対
策

と
し
て
防
護
柵
設
置
の
ほ
か
、

サ
ル
が
集
落
に
入
り
込
ん
だ

際
に
エ
ア
ガ
ン
や
打
ち
上
げ

花
火
等
に
よ
り
追
い
払
う
な

ど
即
時
の
対
応
と
、
よ
り
工

夫
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
も

国
や
県
の
施
策
に
注
視
し
、

駆
除
と
効
果
的
な
対
策
を
研

究
し
な
が
ら
、
関
係
団
体
や

狩
猟
者
の
皆
さ
ま
と
連
携
の

上
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

「
高
い
」
と
思
う
方
と
「
そ

う
は
思
わ
な
い
」
方
が
い
て
、

そ
の
差
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

が
、
「
安
く
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
の
声
が
多
く
あ
っ
た
。

　
同
年
11
月
に
馬
路
村
廃
棄

物
減
量
等
推
進
審
議
会
が
開

催
さ
れ
た
が
、
ご
み
袋
の
価

格
の
議
論
ま
で
に
は
至
ら
ず
、

分
別
が
進
め
ば
指
定
ご
み
袋

の
使
用
頻
度
も
減
少
す
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
村
が
分
別

推
進
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
段
階
を
踏
ん

で
指
定
ご
み
袋
の
価
格
に
つ

い
て
ま
で
を
検
討
し
て
い
く

旨
、
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
素
案
を
作
成
し
て

審
議
会
の
意
見
を
聞
い
た
上

で
完
成
さ
せ
、
住
民
へ
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
予
定
と
な

っ
て
い
る
。
ご
み
袋
の
価
格

に
つ
い
て
は
、
ご
み
処
理
の

単
価
や
そ
の
経
費
に
占
め
る

住
民
負
担
率
等
の
指
標
を
比

較
す
る
な
ど
、
判
断
材
料
と

な
る
資
料
を
提
示
の
上
、
再

度
審
議
会
の
意
見
を
聴
取
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
結
論
を
出

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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令和3年　第4回　定例会で議決された議案などの賛否一覧表

人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて（川内みさ）
人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて（中野文子）
専決処分の承認を求めることについて（馬路村税条例等の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（馬路村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（令和3年度馬路村一般会計補正予算（第1号）について）
専決処分の承認を求めることについて（令和3年度馬路村診療所特別会計補正予算（第1号）について）
専決処分の承認を求めることについて（令和3年度馬路村介護サービス特別会計補正予算（第1号）について）
令和2年度馬路村一般会計繰越明許費の報告について
馬路村コミュニティセンターの指定管理者の指定について
馬路森林鉄道の指定管理者の指定について
インクラインの指定管理者の指定について
馬路村附属機関設置条例を廃止する条例について
馬路村議会議員定数審議会条例を廃止する条例について
単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定める条例を廃止する条例について
馬路村ホームヘルパー派遣手数料条例を廃止する条例について
馬路村農林業構造改善計画会議設置条例を廃止する条例について
馬路村空家等の適正管理及び利活用に関する条例の制定について
馬路村公告式条例の一部を改正する条例について
政治倫理の確立のための馬路村長の資金等の公開に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村行政手続条例の一部を改正する条例について
馬路村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村税条例の一部を改正する条例について
馬路村財政調整基金条例の一部を改正する条例について
馬路村国民健康保険条例の一部を改正する条例について
令和3年度馬路村一般会計補正予算（第2号）について
令和3年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第1号）について
令和3年度馬路村診療所特別会計補正予算（第2号）について
馬路村議会会議規則の一部を改正する規則について
馬路村議会委員会条例の一部を改正する条例について
議員派遣の件について
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令和3年 第5回　臨時会で議決された議案の賛否一覧表

工事請負契約の締結について（林道滝野線災害復旧工事　第3-48号）
令和3年度馬路村一般会計補正予算（第3号）について
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会

編集・発行
馬路村議会

　
　令和3年6月定例会は、6月8日から11日までの4日間の会期で開催された。
　8日は、行政報告等の諸般の報告に続いて、諮問議案（人権擁護委員の候
補者の推薦につき議会の意見を求めることについて）2件を適任とし、専決
処分の承認議案6件を審議、採決後、繰越明許費の報告を受けた。その後、
19議案の提案説明が行われた。
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広報うまじ320号 ̶̶̶̶（4広報うまじ320号 ̶̶̶̶（5　

第165号

一

般

質

問
　
一
般
質
問
に

は
5
氏
が
立

ち
、
次
の
と
お

り
質
問
を
行
っ

た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

村
の
人
口
の
推
移
の
検
証
と
定

住
人
口
対
策
に
つ
い
て

問
　
高
知
県
の
国
勢
調
査
の
速

報
値
が
4
月
に
発
表
さ
れ
、
馬

路
村
は
747
人
で
、
5
年
間
で
76

人
、
9.2
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

山
中
隆
　議
員

道
路
の
管
理
に
つ
い
て

問
　
村
が
管
理
す
る
道
路
に

つ
い
て
、
所
管
の
部
署
は
そ

れ
ぞ
れ
見
回
り
等
を
し
て
い

る
と
思
う
が
、
災
害
等
の
時

だ
け
で
な
く
、
常
に
状
況
を

把
握
し
て
い
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

小
松
博
　議
員

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問
　
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

ユ
ズ
が
、
サ
ル
に
枝
を
折
ら

れ
た
と
い
う
村
内
の
被
害
状

況
、
今
後
の
対
応
策
に
つ
い

て
問
う
。

岡
田
元
生
　議
員

県
内
で
最
高
額
の
指
定
ご
み
袋

の
適
正
化
に
つ
い
て

問
　
令
和
2
年
6
月
議
会
で

の
一
般
質
問
に
対
し
て
、
村

長
は
「
い
ま
一
度
、
適
正
な

価
格
に
つ
い
て
広
く
村
民
の

意
見
を
聞
き
取
る
と
と
も
に
、

馬
路
村
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
を
開
い
て
審
議
を
願

う
こ
と
と
し
た
い
」
と
答
弁

を
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

意
見
を
聞
き
、
ど
の
よ
う
な

審
議
が
さ
れ
、
結
論
づ
け
た

の
か
、
結
論
が
出
て
い
な
い

の
か
。
ま
た
、
村
民
は
ご
み

袋
が
県
内
で
一
番
高
い
こ
と

が
望
ま
し
い
と
は
思
わ
な
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
村
長
）

　
令
和
2
年
6
月
定
例
会
後

に
、
指
定
ご
み
袋
の
価
格
に

つ
い
て
、
非
公
式
に
村
民
に

聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

答
（
村
長
）

　
村
内
で
は
鳥
獣
に
よ
る
農

業
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

サ
ル
に
は
ユ
ズ
の
枝
を
折
ら

れ
た
り
、
シ
イ
タ
ケ
を
食
べ

ら
れ
た
り
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
攻

め
の
対
策
と
し
て
、
馬
路
村

鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
が
土

川
地
区
に
、
群
れ
ご
と
捕
獲

す
る
こ
と
が
で
き
る
巨
大
な

檻
を
試
験
的
に
設
置
し
て
い

る
。
餌
付
け
を
し
て
サ
ル
の

群
れ
を
檻
に
慣
れ
さ
せ
な
が

ら
、
捕
獲
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

計
り
、
群
れ
を
一
網
打
尽
に

す
る
と
い
う
流
れ
で
、
檻
設

置
の
有
効
性
が
確
認
で
き
れ

ば
、
新
た
に
設
置
地
区
を
広

げ
た
い
。
令
和
2
年
度
に
は

有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
制
度
に

よ
り
、
13
頭
の
サ
ル
が
捕
獲

さ
れ
て
い
る
。
捕
獲
す
る
こ

と
で
群
れ
が
分
断
さ
れ
、
被

害
の
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
留
意
し
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

答
（
村
長
）

　
村
が
管
理
す
る
道
路
に
は
、

村
道
が
119
路
線
で
約
63
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
林
道
が
24
路
線

で
約
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
農

道
が
63
路
線
で
約
11
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
村
が
管
理
す
る
道
路
は
数

多
く
、
総
延
長
も
130
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

村
道
、
林
道
、
農
道
の
各
路

線
と
も
村
民
の
生
活
を
支
え
、

産
業
振
興
に
資
す
る
重
要
な

道
で
あ
る
。
今
後
も
平
常
時
、

災
害
時
と
も
に
見
回
り
を
行

い
、
特
に
平
常
時
に
は
定
期

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
日
を
設

け
て
、
随
時
状
況
の
把
握
に

務
め
る
。
各
箇
所
の
緊
急
性
、

必
要
性
を
考
慮
し
、
優
先
順

位
を
付
け
な
が
ら
最
大
限
の

対
応
を
し
て
い
く
。

　
あ
わ
せ
て
、
守
り
の
対
策

と
し
て
防
護
柵
設
置
の
ほ
か
、

サ
ル
が
集
落
に
入
り
込
ん
だ

際
に
エ
ア
ガ
ン
や
打
ち
上
げ

花
火
等
に
よ
り
追
い
払
う
な

ど
即
時
の
対
応
と
、
よ
り
工

夫
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
も

国
や
県
の
施
策
に
注
視
し
、

駆
除
と
効
果
的
な
対
策
を
研

究
し
な
が
ら
、
関
係
団
体
や

狩
猟
者
の
皆
さ
ま
と
連
携
の

上
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

「
高
い
」
と
思
う
方
と
「
そ

う
は
思
わ
な
い
」
方
が
い
て
、

そ
の
差
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

が
、
「
安
く
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
の
声
が
多
く
あ
っ
た
。

　
同
年
11
月
に
馬
路
村
廃
棄

物
減
量
等
推
進
審
議
会
が
開

催
さ
れ
た
が
、
ご
み
袋
の
価

格
の
議
論
ま
で
に
は
至
ら
ず
、

分
別
が
進
め
ば
指
定
ご
み
袋

の
使
用
頻
度
も
減
少
す
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
村
が
分
別

推
進
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
段
階
を
踏
ん

で
指
定
ご
み
袋
の
価
格
に
つ

い
て
ま
で
を
検
討
し
て
い
く

旨
、
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
素
案
を
作
成
し
て

審
議
会
の
意
見
を
聞
い
た
上

で
完
成
さ
せ
、
住
民
へ
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
予
定
と
な

っ
て
い
る
。
ご
み
袋
の
価
格

に
つ
い
て
は
、
ご
み
処
理
の

単
価
や
そ
の
経
費
に
占
め
る

住
民
負
担
率
等
の
指
標
を
比

較
す
る
な
ど
、
判
断
材
料
と

な
る
資
料
を
提
示
の
上
、
再

度
審
議
会
の
意
見
を
聴
取
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
結
論
を
出

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。



ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終
わ
っ
た
ら
、

そ
の
日
か
ら
完
全
無
敵
！？

元
通
り
の
生
活
で
良
い
の
？

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
100
％
無
敵
に

な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
!!

引
き
続
き

手
洗
い
・マ
ス
ク
着
用
・
３
密
回
避

が
必
要
で
す

 

 

第
5
回
臨
時
会(

7
月
28
日)

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
と
併
せ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー

ス
が
日
々
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

　
村
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
個
別
接
種
が
終
了
し
、
12
歳

以
上
を
対
象
と
し
た
集
団
接
種
が
馬
路
村
集
会
セ
ン
タ
ー
う
ま
な
び
で
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
れ
ば
す
ぐ
に
元
通
り
の
生
活
を
し
て
良
い
の
か
ど
う
か
は
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

住
民
登
録
人
口
を
見
る
と
、
地

方
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
時
か
ら

令
和
3
年
3
月
ま
で
の
4
年
11

カ
月
間
に
、
自
然
減
61
人
、
社

会
減
32
人
で
合
計
93
人
、
10.0
％

減
、
世
帯
数
は
27
世
帯
減
と
な

っ
て
い
る
。
本
村
の
人
口
は
令

和
42
年
（
2060
年
）
に
600
人
の
目

標
に
対
し
て
、
こ
の
減
少
率
で

推
移
す
る
と
試
算
し
て
み
る
と

370
人
と
な
る
。

　
定
住
人
口
対
策
と
し
て
は
、

村
の
最
大
資
源
で
あ
る
林
業
の

振
興
を
は
じ
め
、
ゆ
ず
産
業
の

さ
ら
な
る
振
興
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
働
く
場
の
確

保
を
行
う
と
と
も
に
、
真
の
定

住
策
で
あ
る
U
タ
ー
ン
並
び
に

移
住
者
の
持
ち
家
支
援
対
策
、

医
療
・
福
祉
や
子
育
て
、
教
育
、

買
い
物
の
利
便
性
や
生
活
の
維

持
向
上
対
策
な
ど
に
着
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
な

定
住
対
策
で
あ
り
、
地
域
の
存

続
対
策
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
地
方
創
生
課
を
地
域
振
興

課
に
改
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
取
り
組
も
う
と
計
画
を

立
て
て
い
る
が
、
十
分
な
成

果
に
つ
な
が
る
よ
う
に
検
証

と
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
村
長
）

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
平
成
30
年
（
2018
年
）

に
行
っ
た
本
村
の
将
来
人
口
推

計
で
は
、
令
和
42
年
（
2060
年
）

の
人
口
は
229
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
推
計
値
を
踏
ま
え
て
独
自

の
推
計
を
行
い
、
令
和
42
年

（
2060
年
）
の
人
口
600
人
を
維
持

す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
移
住
対
策
に
加
え
て
、
令

和
2
年
以
降
、
5
年
間
で
20
歳

か
ら
39
歳
の
男
女
が
20
人
ず
つ
、

計
40
人
が
移
住
し
続
け
る
必
要

が
あ
る
と
試
算
し
た
。
第
2
期

馬
路
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
で
は
、
こ
れ
を

定
住
施
策
の
目
標
値
と
し
て
設

定
し
て
お
り
、
令
和
2
年
度
に

は
、
20
歳
か
ら
39
歳
の
男
女
28

人
が
移
住
し
て
き
て
い
る
。
引

き
続
き
、
目
標
達
成
に
向
け
て
、

雇
用
の
場
の
維
持
及
び
拡
大
、

移
住
支
援
、
出
会
い
・
結
婚
・

子
育
て
ま
で
の
包
括
的
支
援
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
現
在
、
本
村
は
高
齢

の
単
身
者
に
加
え
て
、
I
タ
ー

ン
者
が
多
く
な
り
、
最
大
の
課

題
は
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
で

あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
U
タ
ー

ン
が
有
効
で
理
想
的
で
は
あ
る

が
、
移
住
定
住
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
や
事
情
が
あ
る
。
移
住

者
だ
ろ
う
が
、
定
住
者
だ
ろ
う

が
同
じ
住
民
と
し
て
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

　
各
施
策
の
検
証
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
年
度
末
に
行
っ
て

い
た
が
、
よ
り
実
効
性
を
高
め

る
た
め
に
見
直
し
て
、
9
月
議

会
に
提
出
の
決
算
成
果
の
作
成

に
あ
わ
せ
て
検
証
後
、
審
査
会

へ
の
報
告
、
評
価
を
経
て
次
期

施
策
や
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

皆
津
由
理
　議
員

郷
土
学
習
の
あ
り
方
と
取
り
組

み
に
つ
い
て

問
　
か
つ
て
林
業
で
栄
え
た
本

村
の
歴
史
や
豊
か
な
文
化
を
後

世
に
残
し
伝
え
る
た
め
に
も
、

学
校
教
育
や
生
涯
学
習
に
お
い

て
、
郷
土
学
習
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
現
存
す
る
資
料
の
整

理
や
拡
充
を
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
を
問
う
。

答
（
教
育
長
）

　
馬
路
村
の
郷
土
や
歴
史
、

文
化
を
学
び
、
ふ
る
さ
と
を

思
う
心
や
村
を
誇
り
に
思
う

心
を
育
む
こ
と
は
、
馬
路
村

の
将
来
に
と
っ
て
大
変
重
要

で
あ
り
、
「
令
和
3
年
度
教

育
行
政
の
基
本
方
針
」
の
基

本
的
な
考
え
方
に
位
置
付
け

て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

馬
路
村
教
育
委
員
会
は
、
学

校
教
職
員
の
人
事
評
価
に
係

る
独
自
目
標
を
「
対
話
的
な

学
び
に
よ
る
郷
土
愛
の
育

成
」
に
決
定
し
、
職
員
各
々

が
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い

る
。
お
互
い
に
協
力
す
る

「
協
働
的
な
学
び
」
に
よ
る

探
究
的
な
学
習
や
体
験
活
動

を
通
じ
、
子
ど
も
同
士
で
、

あ
る
い
は
地
域
住
民
等
と
協

働
し
な
が
ら
、
村
の
歴
史
・

文
化
・
地
域
を
よ
く
知
り
、

郷
土
愛
を
育
成
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な

考
え
方
を
理
解
し
、
社
会
を

形
成
す
る
た
め
に
必
要
な
他

者
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
求
め

て
お
り
、
す
べ
て
の
教
職
員

が
総
合
学
習
の
時
間
な
ど
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
取

り
組
む
課
題
と
し
て
い
る
。

　
既
に
中
学
校
で
は
「
地
域
社

会
を
活
性
化
さ
せ
、
自
己
の
生

き
方
を
考
え
よ
う
。
そ
し
て
、

地
域
愛
を
育
む
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
総
合
学
習
を
進
め
、
全
学

年
の
合
同
授
業
で
は
「
馬
路
村

の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
実
例
を

踏
ま
え
て
、
将
来
の
村
の
た
め

に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か

な
ど
の
内
容
で
意
見
を
出
し
合

う
授
業
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
前
提
に
は
、
小
学
校
で

の
教
科
書
の
副
読
本
と
し
て

「
私
た
ち
の
馬
路
村
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
村
独
自
の
学
習
資

料
を
作
成
し
、
地
域
の
伝
統
や

文
化
、
歴
史
や
産
業
と
い
っ
た

村
の
営
み
を
学
ん
で
き
た
基
礎

が
あ
る
。
ま
た
、
馬
路
村
集
会

セ
ン
タ
ー
う
ま
な
び
の
こ
け
ら

落
と
し
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た

「
森
林
鉄
道
物
語
」
も
「
学
校

で
の
学
び
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い

か
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
郷
土
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
し
っ
か
り
と

確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
そ
し
て
、
馬
路
村
郷
土
館
に

あ
る
文
化
的
資
料
や
郷
土
品
等

に
つ
い
て
は
、
専
門
家
ら
の
意

見
を
得
な
が
ら
、
台
帳
づ
く
り

と
維
持
管
理
か
ら
始
め
る
。

枦
山
民
夫
　議
員

魚
梁
瀬
地
区
に
お
け
る
獣
害
対

策
に
つ
い
て

問
　
獣
害
対
策
と
し
て
駆
除
等

の
対
策
の
予
算
は
組
ま
れ
て
い

る
が
、
シ
カ
や
サ
ル
の
捕
獲
も

難
し
く
、
最
近
ウ
サ
ギ
も
増
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
以
上
の

対
策
は
取
れ
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　
村
で
は
、
国
や
県
の
事
業

も
活
用
し
な
が
ら
、
令
和
3

年
度
の
当
初
予
算
と
し
て
は
、

合
計
で
1
千
2
百
万
円
ほ
ど

の
措
置
を
し
、
シ
カ
や
サ
ル

を
は
じ
め
と
す
る
野
生
鳥
獣

対
策
に
取
り
組
ん
で
は
い
る

が
、
劇
的
な
被
害
の
減
少
に

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　
近
年
、
ウ
サ
ギ
に
よ
る
農
業

被
害
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

シ
カ
用
防
護
柵
を
改
良
し
た
、

丸
い
形
状
の
小
動
物
に
も
対
応

し
た
柵
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
い
ろ

ん
な
事
例
を
見
て
研
究
を
し
な

が
ら
、
有
効
な
施
策
と
し
て
取

り
組
み
を
継
続
し
、
被
害
の
軽

減
を
図
っ
て
い
く
。
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保
健
師
便
り

　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

る
の
は
、
２
回
目
接
種
の
２
週
間
後
か
ら

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
回
目

の
接
種
か
ら
２
週
間
が
経
過
す
る
ま
で
の

間
に
「
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
か
ら
も
う

大
丈
夫
！
」
と
感
染
対
策
を
緩
め
る
こ
と

は
大
変
危
険
で
す
。
接
種
後
も
こ
れ
ま
で

通
り
の
感
染
予
防
対
策
を
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
確
か
に
、
ワ
ク
チ
ン
は
ウ
イ
ル
ス
に
接

触
し
て
し
ま
っ
た
際
の
感
染
・
発
症
・
重

症
化
・
死
亡
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
大
き
く

軽
減
し
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
全
て
を
完
璧
に
防
い
で
く
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ワ
ク
チ

ン
を
２
回
接
種
後
、
２
週
間
経
過
し
た
後

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
接
触
す
る

と
感
染
・
発
症
し
て
し
ま
う
こ
と
は
十
分

に
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ウ
イ
ル

ス
へ
の
接
触
機
会
を
減
ら
す
と
い
う
感
染

予
防
対
策
が
引
き
続
き
重
要
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
切
な
の
は
、
必
要
な
感
染
予
防
対
策

を
行
う
こ
と
で
す
。
流
水
と
せ
っ
け
ん
を

使
っ
た
手
洗
い
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
感

染
症
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
習
慣
と
し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
併
せ
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
に
よ
る
手
指
消
毒
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
は
大
変
有
効
で
す
。

　
そ
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の
接
触
機
会
を

減
ら
す
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で

通
り
マ
ス
ク
の
着
用
と
「
密
集
・
密
接
・

密
閉
」
の
３
密
の
回
避
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
も
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

馬路村健康チャレンジ
　
馬
路
村
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

制
度
を
変
更
し
、
令
和
３
年
７

月
よ
り
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
！

　
毎
日
の
血
圧
測
定
・
頑
張
っ

て
歩
い
た
歩
数
を
「
記
録
す

る
」・「
継
続
す
る
」こ
と
に
よ
り
、

村
民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す

る
も
の
で
す
。

　
継
続
し
て
取
り
組
ん
だ
方
に

は
特
典
と
し
て
、
村
内
で
使
え

る
商
品
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象
者

　
馬
路
村
に
住
所
を
有
す
る

方（
18
歳
以
上
）

参
加
方
法

　
①
役
場
健
康
福
祉
課
ま
た

は
魚
梁
瀬
支
所
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
② 

窓
口
に
て
、
記
録
表
を
お

渡
し
し
ま
す
。ま
た
、
歩
数
計

等
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、

希
望
者
１
人
に
つ
き
１
回
の
み
、

歩
数
計
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
③ 

下
表
の
２
つ
の
項
目
に
つ

い
て
、
記
録
表
に
１
カ
月
ご
と
の

取
り
組
み
を
記
録
し
ま
す
。

「
血
圧
」+「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」の

ど
ち
ら
も
毎
月
達
成
で
、

年
間
最
大
２
万
５
千
円
分

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

　
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。詳
し
い

内
容
や
不
明
な
点
は
、役
場
健

康
福
祉
課
ま
た
は
魚
梁
瀬
支
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
執
行
部
提
出
の
議
案
説
明
が

行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
、
閉
会
し
た
。



ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終
わ
っ
た
ら
、

そ
の
日
か
ら
完
全
無
敵
！？

元
通
り
の
生
活
で
良
い
の
？

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
100
％
無
敵
に

な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
!!

引
き
続
き

手
洗
い
・マ
ス
ク
着
用
・
３
密
回
避

が
必
要
で
す

 

 

第
5
回
臨
時
会(

7
月
28
日)

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
と
併
せ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー

ス
が
日
々
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

　
村
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
個
別
接
種
が
終
了
し
、
12
歳

以
上
を
対
象
と
し
た
集
団
接
種
が
馬
路
村
集
会
セ
ン
タ
ー
う
ま
な
び
で
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
れ
ば
す
ぐ
に
元
通
り
の
生
活
を
し
て
良
い
の
か
ど
う
か
は
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

住
民
登
録
人
口
を
見
る
と
、
地

方
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
時
か
ら

令
和
3
年
3
月
ま
で
の
4
年
11

カ
月
間
に
、
自
然
減
61
人
、
社

会
減
32
人
で
合
計
93
人
、
10.0
％

減
、
世
帯
数
は
27
世
帯
減
と
な

っ
て
い
る
。
本
村
の
人
口
は
令

和
42
年
（
2060
年
）
に
600
人
の
目

標
に
対
し
て
、
こ
の
減
少
率
で

推
移
す
る
と
試
算
し
て
み
る
と

370
人
と
な
る
。

　
定
住
人
口
対
策
と
し
て
は
、

村
の
最
大
資
源
で
あ
る
林
業
の

振
興
を
は
じ
め
、
ゆ
ず
産
業
の

さ
ら
な
る
振
興
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
働
く
場
の
確

保
を
行
う
と
と
も
に
、
真
の
定

住
策
で
あ
る
U
タ
ー
ン
並
び
に

移
住
者
の
持
ち
家
支
援
対
策
、

医
療
・
福
祉
や
子
育
て
、
教
育
、

買
い
物
の
利
便
性
や
生
活
の
維

持
向
上
対
策
な
ど
に
着
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
な

定
住
対
策
で
あ
り
、
地
域
の
存

続
対
策
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
地
方
創
生
課
を
地
域
振
興

課
に
改
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
取
り
組
も
う
と
計
画
を

立
て
て
い
る
が
、
十
分
な
成

果
に
つ
な
が
る
よ
う
に
検
証

と
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
村
長
）

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
平
成
30
年
（
2018
年
）

に
行
っ
た
本
村
の
将
来
人
口
推

計
で
は
、
令
和
42
年
（
2060
年
）

の
人
口
は
229
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
推
計
値
を
踏
ま
え
て
独
自

の
推
計
を
行
い
、
令
和
42
年

（
2060
年
）
の
人
口
600
人
を
維
持

す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
移
住
対
策
に
加
え
て
、
令

和
2
年
以
降
、
5
年
間
で
20
歳

か
ら
39
歳
の
男
女
が
20
人
ず
つ
、

計
40
人
が
移
住
し
続
け
る
必
要

が
あ
る
と
試
算
し
た
。
第
2
期

馬
路
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
で
は
、
こ
れ
を

定
住
施
策
の
目
標
値
と
し
て
設

定
し
て
お
り
、
令
和
2
年
度
に

は
、
20
歳
か
ら
39
歳
の
男
女
28

人
が
移
住
し
て
き
て
い
る
。
引

き
続
き
、
目
標
達
成
に
向
け
て
、

雇
用
の
場
の
維
持
及
び
拡
大
、

移
住
支
援
、
出
会
い
・
結
婚
・

子
育
て
ま
で
の
包
括
的
支
援
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
現
在
、
本
村
は
高
齢

の
単
身
者
に
加
え
て
、
I
タ
ー

ン
者
が
多
く
な
り
、
最
大
の
課

題
は
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
で

あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
U
タ
ー

ン
が
有
効
で
理
想
的
で
は
あ
る

が
、
移
住
定
住
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
や
事
情
が
あ
る
。
移
住

者
だ
ろ
う
が
、
定
住
者
だ
ろ
う

が
同
じ
住
民
と
し
て
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

　
各
施
策
の
検
証
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
年
度
末
に
行
っ
て

い
た
が
、
よ
り
実
効
性
を
高
め

る
た
め
に
見
直
し
て
、
9
月
議

会
に
提
出
の
決
算
成
果
の
作
成

に
あ
わ
せ
て
検
証
後
、
審
査
会

へ
の
報
告
、
評
価
を
経
て
次
期

施
策
や
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

皆
津
由
理
　議
員

郷
土
学
習
の
あ
り
方
と
取
り
組

み
に
つ
い
て

問
　
か
つ
て
林
業
で
栄
え
た
本

村
の
歴
史
や
豊
か
な
文
化
を
後

世
に
残
し
伝
え
る
た
め
に
も
、

学
校
教
育
や
生
涯
学
習
に
お
い

て
、
郷
土
学
習
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
現
存
す
る
資
料
の
整

理
や
拡
充
を
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
を
問
う
。

答
（
教
育
長
）

　
馬
路
村
の
郷
土
や
歴
史
、

文
化
を
学
び
、
ふ
る
さ
と
を

思
う
心
や
村
を
誇
り
に
思
う

心
を
育
む
こ
と
は
、
馬
路
村

の
将
来
に
と
っ
て
大
変
重
要

で
あ
り
、
「
令
和
3
年
度
教

育
行
政
の
基
本
方
針
」
の
基

本
的
な
考
え
方
に
位
置
付
け

て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

馬
路
村
教
育
委
員
会
は
、
学

校
教
職
員
の
人
事
評
価
に
係

る
独
自
目
標
を
「
対
話
的
な

学
び
に
よ
る
郷
土
愛
の
育

成
」
に
決
定
し
、
職
員
各
々

が
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い

る
。
お
互
い
に
協
力
す
る

「
協
働
的
な
学
び
」
に
よ
る

探
究
的
な
学
習
や
体
験
活
動

を
通
じ
、
子
ど
も
同
士
で
、

あ
る
い
は
地
域
住
民
等
と
協

働
し
な
が
ら
、
村
の
歴
史
・

文
化
・
地
域
を
よ
く
知
り
、

郷
土
愛
を
育
成
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な

考
え
方
を
理
解
し
、
社
会
を

形
成
す
る
た
め
に
必
要
な
他

者
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
求
め

て
お
り
、
す
べ
て
の
教
職
員

が
総
合
学
習
の
時
間
な
ど
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
取

り
組
む
課
題
と
し
て
い
る
。

　
既
に
中
学
校
で
は
「
地
域
社

会
を
活
性
化
さ
せ
、
自
己
の
生

き
方
を
考
え
よ
う
。
そ
し
て
、

地
域
愛
を
育
む
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
総
合
学
習
を
進
め
、
全
学

年
の
合
同
授
業
で
は
「
馬
路
村

の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
実
例
を

踏
ま
え
て
、
将
来
の
村
の
た
め

に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か

な
ど
の
内
容
で
意
見
を
出
し
合

う
授
業
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
前
提
に
は
、
小
学
校
で

の
教
科
書
の
副
読
本
と
し
て

「
私
た
ち
の
馬
路
村
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
村
独
自
の
学
習
資

料
を
作
成
し
、
地
域
の
伝
統
や

文
化
、
歴
史
や
産
業
と
い
っ
た

村
の
営
み
を
学
ん
で
き
た
基
礎

が
あ
る
。
ま
た
、
馬
路
村
集
会

セ
ン
タ
ー
う
ま
な
び
の
こ
け
ら

落
と
し
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た

「
森
林
鉄
道
物
語
」
も
「
学
校

で
の
学
び
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い

か
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
郷
土
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
し
っ
か
り
と

確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
そ
し
て
、
馬
路
村
郷
土
館
に

あ
る
文
化
的
資
料
や
郷
土
品
等

に
つ
い
て
は
、
専
門
家
ら
の
意

見
を
得
な
が
ら
、
台
帳
づ
く
り

と
維
持
管
理
か
ら
始
め
る
。

枦
山
民
夫
　議
員

魚
梁
瀬
地
区
に
お
け
る
獣
害
対

策
に
つ
い
て

問
　
獣
害
対
策
と
し
て
駆
除
等

の
対
策
の
予
算
は
組
ま
れ
て
い

る
が
、
シ
カ
や
サ
ル
の
捕
獲
も

難
し
く
、
最
近
ウ
サ
ギ
も
増
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
以
上
の

対
策
は
取
れ
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　
村
で
は
、
国
や
県
の
事
業

も
活
用
し
な
が
ら
、
令
和
3

年
度
の
当
初
予
算
と
し
て
は
、

合
計
で
1
千
2
百
万
円
ほ
ど

の
措
置
を
し
、
シ
カ
や
サ
ル

を
は
じ
め
と
す
る
野
生
鳥
獣

対
策
に
取
り
組
ん
で
は
い
る

が
、
劇
的
な
被
害
の
減
少
に

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　
近
年
、
ウ
サ
ギ
に
よ
る
農
業

被
害
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

シ
カ
用
防
護
柵
を
改
良
し
た
、

丸
い
形
状
の
小
動
物
に
も
対
応

し
た
柵
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
い
ろ

ん
な
事
例
を
見
て
研
究
を
し
な

が
ら
、
有
効
な
施
策
と
し
て
取

り
組
み
を
継
続
し
、
被
害
の
軽

減
を
図
っ
て
い
く
。
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保
健
師
便
り

　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

る
の
は
、
２
回
目
接
種
の
２
週
間
後
か
ら

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
回
目

の
接
種
か
ら
２
週
間
が
経
過
す
る
ま
で
の

間
に
「
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
か
ら
も
う

大
丈
夫
！
」
と
感
染
対
策
を
緩
め
る
こ
と

は
大
変
危
険
で
す
。
接
種
後
も
こ
れ
ま
で

通
り
の
感
染
予
防
対
策
を
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
確
か
に
、
ワ
ク
チ
ン
は
ウ
イ
ル
ス
に
接

触
し
て
し
ま
っ
た
際
の
感
染
・
発
症
・
重

症
化
・
死
亡
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
大
き
く

軽
減
し
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
全
て
を
完
璧
に
防
い
で
く
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ワ
ク
チ

ン
を
２
回
接
種
後
、
２
週
間
経
過
し
た
後

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
接
触
す
る

と
感
染
・
発
症
し
て
し
ま
う
こ
と
は
十
分

に
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ウ
イ
ル

ス
へ
の
接
触
機
会
を
減
ら
す
と
い
う
感
染

予
防
対
策
が
引
き
続
き
重
要
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
切
な
の
は
、
必
要
な
感
染
予
防
対
策

を
行
う
こ
と
で
す
。
流
水
と
せ
っ
け
ん
を

使
っ
た
手
洗
い
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
感

染
症
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
習
慣
と
し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
併
せ
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
に
よ
る
手
指
消
毒
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
は
大
変
有
効
で
す
。

　
そ
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の
接
触
機
会
を

減
ら
す
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で

通
り
マ
ス
ク
の
着
用
と
「
密
集
・
密
接
・

密
閉
」
の
３
密
の
回
避
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
も
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

馬路村健康チャレンジ
　
馬
路
村
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

制
度
を
変
更
し
、
令
和
３
年
７

月
よ
り
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
！

　
毎
日
の
血
圧
測
定
・
頑
張
っ

て
歩
い
た
歩
数
を
「
記
録
す

る
」・「
継
続
す
る
」こ
と
に
よ
り
、

村
民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す

る
も
の
で
す
。

　
継
続
し
て
取
り
組
ん
だ
方
に

は
特
典
と
し
て
、
村
内
で
使
え

る
商
品
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象
者

　
馬
路
村
に
住
所
を
有
す
る

方（
18
歳
以
上
）

参
加
方
法

　
①
役
場
健
康
福
祉
課
ま
た

は
魚
梁
瀬
支
所
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
② 

窓
口
に
て
、
記
録
表
を
お

渡
し
し
ま
す
。ま
た
、
歩
数
計

等
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、

希
望
者
１
人
に
つ
き
１
回
の
み
、

歩
数
計
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
③ 

下
表
の
２
つ
の
項
目
に
つ

い
て
、
記
録
表
に
１
カ
月
ご
と
の

取
り
組
み
を
記
録
し
ま
す
。

「
血
圧
」+「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」の

ど
ち
ら
も
毎
月
達
成
で
、

年
間
最
大
２
万
５
千
円
分

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

　
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。詳
し
い

内
容
や
不
明
な
点
は
、役
場
健

康
福
祉
課
ま
た
は
魚
梁
瀬
支
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
執
行
部
提
出
の
議
案
説
明
が

行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
、
閉
会
し
た
。
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お
魚
料
理
体
験
教
室

　
７
月
１
日
、
わ
ら
焼
き
た

た
き
作
り
の
体
験
を
し
ま
し

た
。

　
講
師
は
、
安
芸
市
の
川
谷

鮮
魚
店
さ
ん
。
新
鮮
な
カ
ツ

オ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
見
事
な
手
さ
ば

き
で
三
枚
に
お
ろ
す
と
こ
ろ

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

カ
ツ
オ
は
、
高
速
で
泳
い
で

い
る
の
で
、
ヨ
ロ
イ
を
着
て

い
る
み
た
い
に
皮
が
硬
い
部

分
が
あ
り
、
他
の
魚
と
は
違

う
さ
ば
き
方
な
の
だ
と
い
う

こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 魚

梁
瀬
小
学
校

七
夕
交
流
会

　
７
月
７
日
、
今
年
も
１
・

２
年
生
が
馬
路
村
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
、

高
齢
者
の
か
た
が
た
と
交
流

し
て
き
ま
し
た
。

馬
路
小
学
校

　
今
年
は
、
カ
ツ
オ
の
た
た

き
を
わ
ら
で
焼
き
ま
し
た
。

わ
ら
で
カ
ツ
オ
を
焼
い
た
ら
、

す
ご
か
っ
た
で
す
。
火
の
勢

い
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

５
年
　
近
藤
柊
斗 自分で焼いたカツオのたたきは特別おいしいね

　６月16日、今年も馬路村のキャリア教育
講演会が馬路村集会センターうまなびで
開催されました。
　講師は、室戸市吉良川町で土佐備長
炭の窯元を立ち上げた黒岩辰徳さん。
室戸に働く場を作りたいという熱い思い
を語ってもらいました。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は

三
枚
に
お
ろ
し
て
も
ら
っ
た

カ
ツ
オ
を
、
わ
ら
を
使
っ
て

焼
き
ま
し
た
。
わ
ら
の
炎
の

大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
、
自
分
た
ち
で

切
っ
て
、
ポ
ン
酢
や
塩
で
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

馬路村キャリア教育講演会

「ふるさと創生」
私が地域のために取り組んでいること

講師：土佐備長炭窯元「炭玄」代表 黒岩辰徳さん

　
ぼ
く
が
一
番
心
が
け
た
い

こ
と
は
、黒
岩
さ
ん
が
言
っ
て

い
た「
後
回
し
に
し
な
い
」で

す
。理
由
は
、ぼ
く
も
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
後
回
し
に
し
て

痛
い
目
を
見
た
こ
と
が
あ
る

か
ら
で
す
。ぼ
く
も
黒
岩
さ

ん
み
た
い
に
、あ
き
ら
め
ず
に
、

後
回
し
に
し
な
い
と
い
う
こ

と
を
守
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。馬

路
中
１
年
　
伊
場
七
斗

　
私
も
、黒
岩
さ
ん
の
よ
う

に
、後
回
し
に
し
な
い
よ
う
に

生
き
て
い
き
た
い
で
す
。常
に

目
標
を
持
ち
続
け
て
い
る
黒

岩
さ
ん
は
、か
っこ
い
い
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、す
ぐ
に
行
動

に
移
す
姿
を
、私
も
見
習
い

た
い
で
す
。

馬
路
小
６
年
　
久
保
優
菜

　
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

「
ほ
た
る
」
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
、
来
年
は
当

て
た
い
で
す
。
七
夕
か
ざ

り
が
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。
じ
こ
し
ょ
う
か
い
で
、

お
年
よ
り
の
人
が
、
お
さ

け
と
た
ま
ご
が
す
き
な
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

１
年
　
木
下
か
の

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
七

夕
こ
う
り
ゅ
う
会
に
行
き

ま
し
た
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
で
当
た
ら
な
か
っ

た
け
ど
、
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。
ぼ
く
は
、
い
っ

ぱ
い
わ
ら
い
ま
し
た
。
先

生
も
わ
ら
い
こ
ろ
げ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
。

１
年
　
山
田
は
る
ま

　
黒
岩
さ
ん
の
お
話
を
聞
い

て
、「
仕
事
が
な
け
れ
ば
つ
く

れ
ば
い
い
」と
言
う
言
葉
が
心

に
残
り
ま
し
た
。自
分
で
積

極
的
に
店
や
交
流
す
る
場
所

を
作
っ
た
り
し
て
、と
て
も
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
小
６
年 

島
田
世
那

　
黒
岩
さ
ん
の
生
き
方
を
知

り
、自
分
は
挑
戦
す
る
こ
と

を
拒
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。限
ら
れ
た
人
生

の
中
で
、最
大
限
に
挑
戦
を

し
て
、悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
中
１
年
　
田
中
文
祢

　
黒
岩
さ
ん
み
た
い
に
、私
も

魚
梁
瀬
に
働
く
場
所
を
増
や

し
て
、人
数
を
増
や
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、今
か
ら
で

も
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。そ
し

て
、目
標
を
持
つ
と
き
は
、黒

岩
さ
ん
の
よ
う
に
計
画
を
立

て
て
す
ぐ
に
行
動
に
移
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
中
２
年 

井
上
和
奏

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
七
夕
ほ

う
も
ん
を
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
メ
ロ
デ
ィ
オ

ン
で
「
カ
エ
ル
の
合
し
ょ

う
」
を
し
ま
し
た
。
ド
キ
ド

キ
し
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、

「
七
夕
さ
ま
」
を
う
た
い
ま

し
た
。
ぜ
ん
ぶ
う
た
え
た
の

で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

　
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で

す
。
岡
﨑
先
生
の
し
た
「
流

し
そ
う
め
ん
」
の
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
が
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。
そ
れ
に
正
か
い
し
て

い
た
ま
る
さ
ん
が
、
す
ご

か
っ
た
で
す
。

２
年
　
改
田
ち
あ
き

　
室
戸
で
の
い
ろ
い
ろ
な
活

動
の
話
を
聞
い
て
、近
く
の
地

域
で
こ
ん
な
に
も
地
元
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
知

り
、び
っ
く
り
し
ま
し
た
。い

ろ
ん
な
活
動
を
積
極
的
に
行

動
に
移
し
て
い
く
こ
と
は
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
中
３
年 

湯
浅
花
梨

　
村
を
良
く
し
よ
う
と
考
え

た
と
き
に
、自
分
の
地
域
に

し
か
な
い
も
の
を
、自
分
の
村

の
も
の
と
し
て
、少
し
で
も
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
、今
よ
り
も
深
く
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
中
１
年 

森
脇
勇
吾

　
黒
岩
さ
ん
の
炭
や
室
戸
の

魚
を
、Ｍｕｒｏ
ｔｏ
ｂａｓｅ
55

に
つ
ぎ
込
む
と
い
う
発
想
を

聞
い
て
、こ
れ
が
も
の
を
生
か

す
と
い
う
も
の
か
と
驚
き
ま

し
た
。

馬
路
中
２
年
　
林
竜
乃
介

　
今
日
の
お
話
で
驚
い
た
こ
と

は
、黒
岩
さ
ん
の
地
元
愛
や
行

動
力
で
す
。私
も
馬
路
の
こ
と

が
大
好
き
で
、将
来
こ
の
場
所

で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、黒
岩
さ
ん
の
よ
う
に
、思
い

立
っ
た
ら
す
ぐ
行
動
し
、過
疎

化
が
進
ん
で
い
る
馬
路
に
活

気
が
も
っ
と
出
る
よ
う
、考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

馬
路
中
３
年
　
大
野
瑠
菜
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マスクをして、距離を取って歌いました

おらが村の学校便りおらが村の学校便り 7272
 新型コロナウイルス感染症の収束が見えないまま、１年延期されていた東京オリンピックが始まりました。
今年度、馬路村内の小中学校では臨時休校になることはなく、感染拡大に注意しながらの学校生活が続
いています。そんな中ですが、6～7月の行事から子どもたちの学校生活の様子をご紹介します。

お
魚
料
理
体
験
教
室

　
７
月
１
日
、
わ
ら
焼
き
た

た
き
作
り
の
体
験
を
し
ま
し

た
。

　
講
師
は
、
安
芸
市
の
川
谷

鮮
魚
店
さ
ん
。
新
鮮
な
カ
ツ

オ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
見
事
な
手
さ
ば

き
で
三
枚
に
お
ろ
す
と
こ
ろ

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

カ
ツ
オ
は
、
高
速
で
泳
い
で

い
る
の
で
、
ヨ
ロ
イ
を
着
て

い
る
み
た
い
に
皮
が
硬
い
部

分
が
あ
り
、
他
の
魚
と
は
違

う
さ
ば
き
方
な
の
だ
と
い
う

こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 魚

梁
瀬
小
学
校

七
夕
交
流
会

　
７
月
７
日
、
今
年
も
１
・

２
年
生
が
馬
路
村
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
、

高
齢
者
の
か
た
が
た
と
交
流

し
て
き
ま
し
た
。

馬
路
小
学
校

　
今
年
は
、
カ
ツ
オ
の
た
た

き
を
わ
ら
で
焼
き
ま
し
た
。

わ
ら
で
カ
ツ
オ
を
焼
い
た
ら
、

す
ご
か
っ
た
で
す
。
火
の
勢

い
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

５
年
　
近
藤
柊
斗 自分で焼いたカツオのたたきは特別おいしいね

　６月16日、今年も馬路村のキャリア教育
講演会が馬路村集会センターうまなびで
開催されました。
　講師は、室戸市吉良川町で土佐備長
炭の窯元を立ち上げた黒岩辰徳さん。
室戸に働く場を作りたいという熱い思い
を語ってもらいました。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は

三
枚
に
お
ろ
し
て
も
ら
っ
た

カ
ツ
オ
を
、
わ
ら
を
使
っ
て

焼
き
ま
し
た
。
わ
ら
の
炎
の

大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
、
自
分
た
ち
で

切
っ
て
、
ポ
ン
酢
や
塩
で
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

馬路村キャリア教育講演会

「ふるさと創生」
私が地域のために取り組んでいること

講師：土佐備長炭窯元「炭玄」代表 黒岩辰徳さん

　
ぼ
く
が
一
番
心
が
け
た
い

こ
と
は
、黒
岩
さ
ん
が
言
っ
て

い
た「
後
回
し
に
し
な
い
」で

す
。理
由
は
、ぼ
く
も
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
後
回
し
に
し
て

痛
い
目
を
見
た
こ
と
が
あ
る

か
ら
で
す
。ぼ
く
も
黒
岩
さ

ん
み
た
い
に
、あ
き
ら
め
ず
に
、

後
回
し
に
し
な
い
と
い
う
こ

と
を
守
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。馬

路
中
１
年
　
伊
場
七
斗

　
私
も
、黒
岩
さ
ん
の
よ
う

に
、後
回
し
に
し
な
い
よ
う
に

生
き
て
い
き
た
い
で
す
。常
に

目
標
を
持
ち
続
け
て
い
る
黒

岩
さ
ん
は
、か
っこ
い
い
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、す
ぐ
に
行
動

に
移
す
姿
を
、私
も
見
習
い

た
い
で
す
。

馬
路
小
６
年
　
久
保
優
菜

　
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

「
ほ
た
る
」
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
、
来
年
は
当

て
た
い
で
す
。
七
夕
か
ざ

り
が
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。
じ
こ
し
ょ
う
か
い
で
、

お
年
よ
り
の
人
が
、
お
さ

け
と
た
ま
ご
が
す
き
な
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

１
年
　
木
下
か
の

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
七

夕
こ
う
り
ゅ
う
会
に
行
き

ま
し
た
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
で
当
た
ら
な
か
っ

た
け
ど
、
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。
ぼ
く
は
、
い
っ

ぱ
い
わ
ら
い
ま
し
た
。
先

生
も
わ
ら
い
こ
ろ
げ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
。

１
年
　
山
田
は
る
ま

　
黒
岩
さ
ん
の
お
話
を
聞
い

て
、「
仕
事
が
な
け
れ
ば
つ
く

れ
ば
い
い
」と
言
う
言
葉
が
心

に
残
り
ま
し
た
。自
分
で
積

極
的
に
店
や
交
流
す
る
場
所

を
作
っ
た
り
し
て
、と
て
も
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
小
６
年 

島
田
世
那

　
黒
岩
さ
ん
の
生
き
方
を
知

り
、自
分
は
挑
戦
す
る
こ
と

を
拒
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。限
ら
れ
た
人
生

の
中
で
、最
大
限
に
挑
戦
を

し
て
、悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
中
１
年
　
田
中
文
祢

　
黒
岩
さ
ん
み
た
い
に
、私
も

魚
梁
瀬
に
働
く
場
所
を
増
や

し
て
、人
数
を
増
や
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、今
か
ら
で

も
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。そ
し

て
、目
標
を
持
つ
と
き
は
、黒

岩
さ
ん
の
よ
う
に
計
画
を
立

て
て
す
ぐ
に
行
動
に
移
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
中
２
年 

井
上
和
奏

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
七
夕
ほ

う
も
ん
を
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
メ
ロ
デ
ィ
オ

ン
で
「
カ
エ
ル
の
合
し
ょ

う
」
を
し
ま
し
た
。
ド
キ
ド

キ
し
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、

「
七
夕
さ
ま
」
を
う
た
い
ま

し
た
。
ぜ
ん
ぶ
う
た
え
た
の

で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

　
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で

す
。
岡
﨑
先
生
の
し
た
「
流

し
そ
う
め
ん
」
の
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
が
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。
そ
れ
に
正
か
い
し
て

い
た
ま
る
さ
ん
が
、
す
ご

か
っ
た
で
す
。

２
年
　
改
田
ち
あ
き

　
室
戸
で
の
い
ろ
い
ろ
な
活

動
の
話
を
聞
い
て
、近
く
の
地

域
で
こ
ん
な
に
も
地
元
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
知

り
、び
っ
く
り
し
ま
し
た
。い

ろ
ん
な
活
動
を
積
極
的
に
行

動
に
移
し
て
い
く
こ
と
は
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
中
３
年 

湯
浅
花
梨

　
村
を
良
く
し
よ
う
と
考
え

た
と
き
に
、自
分
の
地
域
に

し
か
な
い
も
の
を
、自
分
の
村

の
も
の
と
し
て
、少
し
で
も
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
、今
よ
り
も
深
く
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
中
１
年 

森
脇
勇
吾

　
黒
岩
さ
ん
の
炭
や
室
戸
の

魚
を
、Ｍｕｒｏ
ｔｏ
ｂａｓｅ
55

に
つ
ぎ
込
む
と
い
う
発
想
を

聞
い
て
、こ
れ
が
も
の
を
生
か

す
と
い
う
も
の
か
と
驚
き
ま

し
た
。

馬
路
中
２
年
　
林
竜
乃
介

　
今
日
の
お
話
で
驚
い
た
こ
と

は
、黒
岩
さ
ん
の
地
元
愛
や
行

動
力
で
す
。私
も
馬
路
の
こ
と

が
大
好
き
で
、将
来
こ
の
場
所

で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、黒
岩
さ
ん
の
よ
う
に
、思
い

立
っ
た
ら
す
ぐ
行
動
し
、過
疎

化
が
進
ん
で
い
る
馬
路
に
活

気
が
も
っ
と
出
る
よ
う
、考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

馬
路
中
３
年
　
大
野
瑠
菜

広報うまじ320号 ̶̶̶̶（8広報うまじ320号 ̶̶̶̶（9



保育所コーナー

介 護 保 険 の お 知 ら せ
中 芸 広 域 連 合

高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画を策定しました
～２０４０年を見据えた地域包括ケアシステムへの取り組み～

『高齢者がいつまでも健康を維持し、住み慣れた地域で、安心して生活できる豊かな福祉のまちづくり』
を目指し、以下の５つの基本目標に基づきさまざまな事業を展開していきます。

基本目標1

基本目標3 基本目標4 基本目標5

基本目標2

支え合い・助け合って暮らせる地域づくり
　地域の医療・介護の関係団体が連携し
て、包括的かつ継続的な在宅医療と介護を
一体的に提供するための体制の強化に取り
組みます。
　どのような状態になっても人権等が侵さ
れることなく、高齢者本人が尊重されるよ
う、権利擁護に取り組みます。

介護予防・健康づくり
施策の推進

　いきいき百歳体操をはじめと
する地域の主体的な集いの場の
さらなる展開等を進めていくこ
とで、高齢者の健康寿命の延伸
を図ります。また、高齢者が地
域社会の中で役割を持っていき
いきと過ごすことができる環境
づくりに取り組みます。

認知症になっても安心して
暮らせる地域づくり

　認知症の人やその家族の意見
も踏まえ、認知症になっても不
自由や不便を感じることが少な
い生活環境を整えることで、家
族等の介護離職防止にもつなが
ることを期待し、「認知症バリ
アフリー」のまちを目指しま
す。

構成町村との連携強化
　地域共生社会の実現に向けて
は、中芸広域連合と構成町村と
の連携を今まで以上に強化して
いく必要があります。構成町村
との定期的な情報交換や他部署
連携を充実していくことで、高
齢者の複雑化・複合化した課題
に対する取り組みを推進してい
きます。

福祉・介護サービスの充実強化
　介護職等の担い手（専門職）だけではな
く、生活援助の担い手拡大として、関係機
関等と連携し、人材の確保等に取り組みま
す。
　介護者の負担や不安を少しでも取り除く
ために、家族介護者の身体的・精神的・経
済的負担の軽減に努めます。

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援給付金

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活の
支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金が支給されることになりました。
　この給付金の対象となる方は以下のとおりです。対象となる方は申請が必要になりますので、速やかに手続きをお
願いします。
　■支給対象者： 次の①②の両方に当てはまる方（ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く）
 ①令和3年3月31日時点で18歳未満の児童（障がい児の場合20歳未満）を養育する父母等
 ②令和3年度住民税（均等割）が非課税の方または、令和3年1月1日以降の収入が急変し、住民税 
 　非課税相当の収入
　■支給額：児童１人当たり　一律50,000円
　
　《問い合わせ先》馬路村役場　健康福祉課　TEL：⑧44-2112

みんなでお散歩 

キラキラと笑顔かがやくうまじっこ

　新年度が始まり、保育所での生活にも慣れ、元気いっぱい過ごしている子どもたちです。
保育所の理念でもある『心身ともに健康な子ども』『思いやりのある子ども』『自分で考え行
動できる子ども』を目指し、今年度も地域の方の協力を得ながら、いろんな活動を楽しみた
いと思っています。

年長児のクッキング
おやつ作り張り切っています！

えほんだいすき～！

どろどろになったで～！おもしろい！　
内原さんの田んぼで泥遊びをさせてもらいました。
ありがとうございました！

絵本の読み聞かせ（毎月１回）
椅子に座ってじ～っと見ているりす組さん♪

ちびっこ夏祭り
力強い竹太鼓の音が響き渡りました！

天気のいい日はゆずの森へ
お散歩に行きます。
森の中で、お気に入りの枝、
葉っぱ、石を見つけたり、追いか
けっこをして遊んでいます。
うさぎ組とぞう組のみんなで
「はいポーズ！」

馬路保育所馬路保育所
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渡邊　礼美さん（魚梁瀬）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

令和２年５月２６日生

（保護者 渡邊恭平さん・依里子さん）

　
こ
ん
に
ち
は
！
渡
邊
礼
美
で
す
。
６
月
末
に
、
魚
梁

瀬
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

 

魚
梁
瀬
の
お
う
ち
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

保
育
所
に
行
っ
て
先
生
や
お
友
達
に
会
う
の
が
楽
し
み

で
す
。

　
ご
飯
が
大
好
き
な
の
で
、
何
で
も
パ
ク
パ
ク
食
べ
る

の
で
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
散
歩
中
に
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

抱
っ
こ
が
大
好
き
な
の
で
抱
っ
こ
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

わたなべ　　れ　み



保育所コーナー

介 護 保 険 の お 知 ら せ
中 芸 広 域 連 合

高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画を策定しました
～２０４０年を見据えた地域包括ケアシステムへの取り組み～

『高齢者がいつまでも健康を維持し、住み慣れた地域で、安心して生活できる豊かな福祉のまちづくり』
を目指し、以下の５つの基本目標に基づきさまざまな事業を展開していきます。

基本目標1

基本目標3 基本目標4 基本目標5

基本目標2

支え合い・助け合って暮らせる地域づくり
　地域の医療・介護の関係団体が連携し
て、包括的かつ継続的な在宅医療と介護を
一体的に提供するための体制の強化に取り
組みます。
　どのような状態になっても人権等が侵さ
れることなく、高齢者本人が尊重されるよ
う、権利擁護に取り組みます。

介護予防・健康づくり
施策の推進

　いきいき百歳体操をはじめと
する地域の主体的な集いの場の
さらなる展開等を進めていくこ
とで、高齢者の健康寿命の延伸
を図ります。また、高齢者が地
域社会の中で役割を持っていき
いきと過ごすことができる環境
づくりに取り組みます。

認知症になっても安心して
暮らせる地域づくり

　認知症の人やその家族の意見
も踏まえ、認知症になっても不
自由や不便を感じることが少な
い生活環境を整えることで、家
族等の介護離職防止にもつなが
ることを期待し、「認知症バリ
アフリー」のまちを目指しま
す。

構成町村との連携強化
　地域共生社会の実現に向けて
は、中芸広域連合と構成町村と
の連携を今まで以上に強化して
いく必要があります。構成町村
との定期的な情報交換や他部署
連携を充実していくことで、高
齢者の複雑化・複合化した課題
に対する取り組みを推進してい
きます。

福祉・介護サービスの充実強化
　介護職等の担い手（専門職）だけではな
く、生活援助の担い手拡大として、関係機
関等と連携し、人材の確保等に取り組みま
す。
　介護者の負担や不安を少しでも取り除く
ために、家族介護者の身体的・精神的・経
済的負担の軽減に努めます。

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援給付金

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活の
支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金が支給されることになりました。
　この給付金の対象となる方は以下のとおりです。対象となる方は申請が必要になりますので、速やかに手続きをお
願いします。
　■支給対象者： 次の①②の両方に当てはまる方（ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く）
 ①令和3年3月31日時点で18歳未満の児童（障がい児の場合20歳未満）を養育する父母等
 ②令和3年度住民税（均等割）が非課税の方または、令和3年1月1日以降の収入が急変し、住民税 
 　非課税相当の収入
　■支給額：児童１人当たり　一律50,000円
　
　《問い合わせ先》馬路村役場　健康福祉課　TEL：⑧44-2112

みんなでお散歩 

キラキラと笑顔かがやくうまじっこ

　新年度が始まり、保育所での生活にも慣れ、元気いっぱい過ごしている子どもたちです。
保育所の理念でもある『心身ともに健康な子ども』『思いやりのある子ども』『自分で考え行
動できる子ども』を目指し、今年度も地域の方の協力を得ながら、いろんな活動を楽しみた
いと思っています。

年長児のクッキング
おやつ作り張り切っています！

えほんだいすき～！

どろどろになったで～！おもしろい！　
内原さんの田んぼで泥遊びをさせてもらいました。
ありがとうございました！

絵本の読み聞かせ（毎月１回）
椅子に座ってじ～っと見ているりす組さん♪

ちびっこ夏祭り
力強い竹太鼓の音が響き渡りました！

天気のいい日はゆずの森へ
お散歩に行きます。
森の中で、お気に入りの枝、
葉っぱ、石を見つけたり、追いか
けっこをして遊んでいます。
うさぎ組とぞう組のみんなで
「はいポーズ！」

馬路保育所馬路保育所
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渡邊　礼美さん（魚梁瀬）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

令和２年５月２６日生

（保護者 渡邊恭平さん・依里子さん）

　
こ
ん
に
ち
は
！
渡
邊
礼
美
で
す
。
６
月
末
に
、
魚
梁

瀬
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

 

魚
梁
瀬
の
お
う
ち
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

保
育
所
に
行
っ
て
先
生
や
お
友
達
に
会
う
の
が
楽
し
み

で
す
。

　
ご
飯
が
大
好
き
な
の
で
、
何
で
も
パ
ク
パ
ク
食
べ
る

の
で
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
散
歩
中
に
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

抱
っ
こ
が
大
好
き
な
の
で
抱
っ
こ
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

わたなべ　　れ　み
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問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

（中芸広域体育館内）　Tel：0887-30-1865

Mail：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp

HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

日本遺産
第 3号認定
登録番号 51

【日本遺産ガイド養成講座のご案内 】

　平成 29 年度に、文化庁が地域の歴史的魅力や特色を通じて日本の文化・伝統を語るストーリー

を認定する「日本遺産」に高知県東部の中芸５町村のストーリー「森林鉄道から日本一のゆずロード

へ－ゆずが香り彩る南国土佐・中芸地域の景観と食文化－」が認定されました。

　このたび、中芸 5 町村を通し、ストーリーを語る上で欠かせない構成文化財をワークショップ形

式で学び、地域の活性化を図ることを目的としたガイド養成講座を開催いたします。全 5 回の講座

のうち、4 回目または 5 回目の講座を含む 3 回を受講していただいた方には修了証を発行いたしま

す。多くの人々にそれを伝えてみたい、歴史や文化に興味のある方、ガイドをしてみたい方の参加を

お待ちしております。 
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ふ
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と
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ー
ま
か
い
ち
ょ
っ
て
家
に
て
、
制
作
し

て
い
た
壁
画
作
品
が
完
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し
ま
し
た
の
で
ご
報
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い
た
し
ま
す
。

　場
所
は
地
下
に
あ
る
お
手
洗
い
室
内
で
す
。
村
の
か
た
が
た
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
観
光
な
ど
で
村
を
訪
れ
る
か
た
が
た
に
も
見
て
い
た
だ
け
る
場
所
で
す
。

　「
ト
イ
レ
の
室
内
が
暗
い
、
絵
を
描
い
た
ら
い
い
雰
囲
気
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
、
役
場
職
員
さ
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の
提
案
に
よ
り
描
か
せ
て
い
た
だ
い
た
お
仕
事
だ
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た
の
で
す
が
、
馬
路
村
に
つ
い
て
、
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て
深
く
想
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を
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せ
る
い
い
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　男
性
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（
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上
）
は
「
星
降
る
馬
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境
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に
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」
と
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、
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の
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を
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る
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う
に
、
馬
路
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の
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に
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る
も
の
、
そ
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の

暮
ら
し
の
境
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が
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時
間
を
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に
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。
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（
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は
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る
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な
ぐ
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と
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、
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が
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の
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し
く
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馬
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を
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で
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に
暮
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て
い
る
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ま
が
見
て
ど
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よ
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に
思
う
の
か
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に
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る
と
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で
す
。
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ど
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ゃ
ほ
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ら
見
に
行

っ
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ゃ
お
か
ね
」
と
見
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▲女性用トイレ内「柚子降る馬路／隧道がつなぐ時間」

▶
男
性
用
ト
イ
レ
内
「
星
降
る
馬
路
／
境
界
に
暮
ら
す
」

新
た
な
壁
画
が
完
成
‼

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
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　中芸消防本部では「宝くじの社会貢献広報事業」の助成を受け、消火体験装置一式・訓練用消火器を整
備しました。これらの資機材により地域の防災訓練や事業所及び学校等で、火災に対する初期消火の重要
性が体験できると思います。
　今後も地域、事業所及び学校等と連携した訓練、啓発活動を女性防火クラブと共に計
画、実施し、中芸町村民の皆さまに「火災予防の大切さ」を知ってもらい、中芸地区で
の火災件数ゼロを目標に、
火災予防の活動を行ってま
いります。

国民年金の任意加入制度とは
　60歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たしていない方や、40年の納付済期間がないため老齢基礎年金
を満額受給できない方などで年金額の増額を希望する場合は、60歳以降でも国民年金に任意加入できます。

☆任意加入には条件があります！　次の①から⑤すべての条件を満たす方が加入できる制度です。
①日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満の方
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
③20歳以上60歳未満までの保険料の納付月数が480月（40年）未満の方
④厚生年金保険に加入していない方
⑤日本国籍を有しない方で、在留資格が「特定活動（医療滞在）」や「特定活動（観光等を目的とする
ロングステイ）」で滞在する方でない方

問い合わせ先　南国年金事務所（☎088-864-1111）

―令和３年度　自衛官等採用案内―
　★多様な職種は、陸上・海上・航空自衛隊で約96種類

―無料法律相談会のお知らせ―

問い合わせ先
中芸広域連合消防本部
予防係
☎0887-38-2648

　他にも募集種目はございます。詳しくは自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、
安芸地域事務所（☎0887-35-2749）までご連絡ください。

募 集 種 目

一般曹候補生

自衛官候補生

18歳以上33歳未満

18歳以上33歳未満

7月1日～9月6日
１次試験　9月18日

年間を通じて実施
学科試験　9月18日
口述等　9月23～25日

部隊の中核を担う「曹」を
養成するコース
初年度収入：約270万円～

任期制隊員コース
初年度収入：約260万円～

資　　格 受付期間・試験日 備　　考

▽日時　　令和３年８月２６日㈭　１３時３０分～１５時３０分
　　　　　以降、偶数月の第４木曜日に開催
▽場所　　奈半利町役場
※相談無料　１人３０分で予約制（先着順）
※相談内容　借金問題、交通事故、離婚問題、相続問題など
■予約・問い合わせ先　安芸ひまわり基金法律事務所　☎0887-35-8200
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転出 職権 計

8月・9月 むらの行事予定8月・9月 むらの行事予定
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有害物収集

乳児健診（奈半利町防災センター）

巡回図書（魚梁瀬多目的施設）11：10～11：50

新型コロナワクチン集団接種（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～

山の日

振替休日
学校閉庁日（～16日）
リサイクル収集

高知県中学校野球選手権大会（～21日）
人権相談所（魚梁瀬多目的施設）１０：００～１５：００
行政相談所（魚梁瀬多目的施設）１０：００～１２：００
新型コロナワクチン集団接種（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～
古紙収集（魚梁瀬）　　　　　　　　　　　　　　
　

自代型林業講演会（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～１6：0０

１歳６カ月児健診・３歳児健診（奈半利町防災センター）
国保健康教室（馬路村集会センターうまなび）18：00～19：00

親子研修旅行（魚梁瀬小中学校PTA）

リサイクル収集

新型コロナワクチン集団接種（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～
古紙収集（馬路）

自代型林業講演会（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～１6：0０

お知らせお知 ら せ

村内４校始業式
シェイクアウト訓練

新型コロナワクチン集団接種（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～

有害物収集
乳児健診（奈半利町防災センター）
国保健康教室（馬路村集会センターうまなび）18：00～19：00

古紙収集（魚梁瀬）　　　

リサイクル収集

巡回図書（馬路村集会センターうまなび）10：40～11：30

馬路保小中合同運動会

敬老の日

秋分の日

古紙収集（馬路）
魚梁瀬保小中合同運動会
中学校新人野球大会安芸地区予選（～26日）

リサイクル収集
敬老会（馬路）
１歳６カ月児健診・３歳児健診（奈半利町防災センター）
敬老会（魚梁瀬）

―中芸広域連合消防本部に防火・防災訓練用資機材を整備しました―

―国民年金の任意加入制度をご存じですか？―



　中芸消防本部では「宝くじの社会貢献広報事業」の助成を受け、消火体験装置一式・訓練用消火器を整
備しました。これらの資機材により地域の防災訓練や事業所及び学校等で、火災に対する初期消火の重要
性が体験できると思います。
　今後も地域、事業所及び学校等と連携した訓練、啓発活動を女性防火クラブと共に計
画、実施し、中芸町村民の皆さまに「火災予防の大切さ」を知ってもらい、中芸地区で
の火災件数ゼロを目標に、
火災予防の活動を行ってま
いります。

国民年金の任意加入制度とは
　60歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たしていない方や、40年の納付済期間がないため老齢基礎年金
を満額受給できない方などで年金額の増額を希望する場合は、60歳以降でも国民年金に任意加入できます。

☆任意加入には条件があります！　次の①から⑤すべての条件を満たす方が加入できる制度です。
①日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満の方
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
③20歳以上60歳未満までの保険料の納付月数が480月（40年）未満の方
④厚生年金保険に加入していない方
⑤日本国籍を有しない方で、在留資格が「特定活動（医療滞在）」や「特定活動（観光等を目的とする
ロングステイ）」で滞在する方でない方

問い合わせ先　南国年金事務所（☎088-864-1111）

―令和３年度　自衛官等採用案内―
　★多様な職種は、陸上・海上・航空自衛隊で約96種類

―無料法律相談会のお知らせ―

問い合わせ先
中芸広域連合消防本部
予防係
☎0887-38-2648

　他にも募集種目はございます。詳しくは自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、
安芸地域事務所（☎0887-35-2749）までご連絡ください。

募 集 種 目

一般曹候補生

自衛官候補生

18歳以上33歳未満

18歳以上33歳未満

7月1日～9月6日
１次試験　9月18日

年間を通じて実施
学科試験　9月18日
口述等　9月23～25日

部隊の中核を担う「曹」を
養成するコース
初年度収入：約270万円～

任期制隊員コース
初年度収入：約260万円～

資　　格 受付期間・試験日 備　　考

▽日時　　令和３年８月２６日㈭　１３時３０分～１５時３０分
　　　　　以降、偶数月の第４木曜日に開催
▽場所　　奈半利町役場
※相談無料　１人３０分で予約制（先着順）
※相談内容　借金問題、交通事故、離婚問題、相続問題など
■予約・問い合わせ先　安芸ひまわり基金法律事務所　☎0887-35-8200
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有害物収集

乳児健診（奈半利町防災センター）

巡回図書（魚梁瀬多目的施設）11：10～11：50

新型コロナワクチン集団接種（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～

山の日

振替休日
学校閉庁日（～16日）
リサイクル収集

高知県中学校野球選手権大会（～21日）
人権相談所（魚梁瀬多目的施設）１０：００～１５：００
行政相談所（魚梁瀬多目的施設）１０：００～１２：００
新型コロナワクチン集団接種（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～
古紙収集（魚梁瀬）　　　　　　　　　　　　　　
　

自代型林業講演会（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～１6：0０

１歳６カ月児健診・３歳児健診（奈半利町防災センター）
国保健康教室（馬路村集会センターうまなび）18：00～19：00

親子研修旅行（魚梁瀬小中学校PTA）

リサイクル収集

新型コロナワクチン集団接種（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～
古紙収集（馬路）

自代型林業講演会（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～１6：0０

お知らせお知らせ

村内４校始業式
シェイクアウト訓練

新型コロナワクチン集団接種（馬路村集会センターうまなび）１3：3０～

有害物収集
乳児健診（奈半利町防災センター）
国保健康教室（馬路村集会センターうまなび）18：00～19：00

古紙収集（魚梁瀬）　　　

リサイクル収集

巡回図書（馬路村集会センターうまなび）10：40～11：30

馬路保小中合同運動会

敬老の日

秋分の日

古紙収集（馬路）
魚梁瀬保小中合同運動会
中学校新人野球大会安芸地区予選（～26日）

リサイクル収集
敬老会（馬路）
１歳６カ月児健診・３歳児健診（奈半利町防災センター）
敬老会（魚梁瀬）

―中芸広域連合消防本部に防火・防災訓練用資機材を整備しました―

―国民年金の任意加入制度をご存じですか？―
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　次

村内あちらこちら

7月19日　校内水泳大会（魚梁瀬小･中学校）

6月13日　村内一斉清掃

6月22日　人権の花運動（馬路小学校）

7月1日　第35回馬路地区スカッシュバレーボール大会(馬路体育館)

7月30日　宿泊保育（馬路保育所）

保育所コーナー・赤ちゃん万歳・・・・・ １１

新たな壁画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会・・ １３
お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４
行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５

村内あちらこちら・村のできごと ・・・ １６

13日 村内一斉清掃

16日 キャリア教育講演会

  （馬路村集会センターうまなび）

22日 人権の花運動（馬路小学校）

6月

7月

 1 日 第35回馬路地区スカッシュバレーボール大会

  （馬路体育館）

 5 日 ちびっこ夏祭り発表会（馬路保育所）

12日 校内水泳大会（馬路小学校）

14日 救急法講習会（馬路中学校）

19日 校内水泳大会（魚梁瀬小・中学校）　

30日 宿泊保育（馬路保育所）

 新型コロナウイルスワクチン集団接種

  （馬路村集会センターうまなび）

役場職員の給与 ・・・・・・・・・・・・・・・・・2
防災情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
議会だより ・・・・・・・・・・・・・・・・・・４～6
馬路村健康チャレンジ・保健師便り・・・・7
おらが村の学校便り72・・・・・・・・・・・ 8～9

介護保険・子育て世帯給付金のお知らせ ・・ １０

　令和３年７月１４日、日本赤十字社の救急法指導員を講師に救急法の
講習会を実施し、馬路中学生が心肺蘇生法やAEDの使い方を学びました。

～救急法講習～

大切な人の命をつなぐために


